
アメリカによる保護主義的な通商政策いわゆるトランプ関税によって経済情勢の先行きに不透明さ
が増す中で、太田市においても法人市民税の減収は避けられない状況です。減収分を補うため本市の
貯金ともいえる財政調整基金を大幅に取り崩し、歳入歳出の均衡を保つ形となっています。
太田市が力強く前進し続けるためには、自主財源の確保を強化することと、外部経済環境変化のリ
スクに耐えられる産業構造に変えていく必要があることを実感した議会でした。これからも「みんな
の笑顔がすぐそばにあるまち」のために様々な提言をしていきます。

市政・財政・予算に対する総括質疑

3月定例会

２月１６日～３月１７日の間で開催された定例会
では、令和８年度予算案を中心に審議がされました。
一般会計予算の規模は９８０億円で、前年度に比べ
て１８億円（1.8%）の減となりましたが、令和７年
度に続き過去２番目の規模の予算となりました。
また、令和７年度予算に対する補正も行われ、令
和７年度一般会計予算の総額を１０７６億２６１２
万円としました。歳入では個人及び法人市民税をや
く１０億円の減、普通交付税の不交付団体となった
ことにより特別交付税３億円を減額し、国の補助金
として物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金約
１５億７千万円を増額計上しました。歳出では障が
い者、児童、高齢者や生活保護等にかかる給付金、
負担金等を増額し、さらに農業を含め市内産業振興
のための補助金などを増額しました。また、条例の
制定と改正、財産の取得などの審議が行われました。

案し、個人市民税で前年度比8.3％(10億9587万5千
円)の増を見込む一方、法人市民税は米国通商政策の
影響や輸送機器関連企業の業績見通しなどを勘案し、
前年度比37.4%(21億4515万3千円)の減を見込んだ結
果、市税収入全体で0.5%の減を見込みました。地方
交付税については、令和７年度の税収状況により引
き続き不交付団体となることを想定し、普通交付税
をゼロと見込みましたが、財政調整基金からの繰入
金や国県補助金、市債発行等の活用により財源確保
に努めます。
歳出面では、主なハード事業として、本庁舎設備
保全事業、公営住宅集約促進事業、小中学校照明器
具ＬＥＤ化事業などを実施します。また、ソフト事
業では、公開型ＧＩＳ整備事業(道路台帳図電子化)
地域公共交通計画作成事業、母子保健デジタル化推
進事業などを計上しています。また、新たな取り組
みとして、０歳から２歳児保育料等軽減事業(保育料
の半額補助)を開始するほか、子育てに関する事業を
継続して実施します。また、市民の安全安心を確保
するために、家庭用防犯カメラ購入助成事業を継続
して実施します。
これからも、誰もが安心して快適に暮らせる、魅
力あふれるまちづくりを力強く進めるために、市民
の皆さんとともに協力していきます。

久保田たかし活動最前線
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令和８年度一般会計予算９８０億円（過去２番目）

令和８年度予算の特徴

太田市の令和８年度一般会計当初予算は、第３次
太田市総合計画で掲げる「みんなの笑顔がすぐそば
にあるまち おおた」の実現を基本理念とし、第２
次実施計画を着実に推進するために編成されていま
す。一般会計予算規模は約９８０億円で、前年度比
では減少するものの、過去２番目の規模となり、持
続可能で活力ある都市づくりに重点を置いた内容と
なっています。特徴的なのは、市政運営の３本柱で
ある「ミライにつながる産業振興」「快適な地域交
通の推進」「市民に寄り添うデジタルシフト」への
重点投資で、中小企業のデジタル化支援や地域公共
交通計画の策定、母子保健分野や行政手続きのデジ
タル化などを進め、市民サービスの質の向上を図り
ます。また、本庁舎や学校施設の維持更新、道路や
排水対策など生活基盤の整備にも継続的に取り組み
、市民満足度の向上を目指しています。財源面では
市税の減少を見込む中、国県支出金の活用や基金、
市債を組み合わせ、将来世代との負担の公平性にも
配慮した予算となっています。
歳入面では、物価上昇に伴う給与所得の増加を勘
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ご意見・ご感想をお寄せください。あ
相談ごともご遠慮なく下記までどうぞ。

久保田たかし後援会事務所
住 所：大泉町坂田1-1-1
ＴＥＬ：0276‐61‐9926
ＦＡＸ：0276‐61‐8993 
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いよいよ議員任期4年の最終年を迎えます。
市議会議員として、市民の皆さん一人一人の
声を大切にしながら、自らの政策を進めるべく
取り組んできました。これからの1年はこれまで
の経験と実績を礎に、将来世代へ責任あるまち
づくりを進めます。私たち議員の役割は、税金を
集める側ではなく税金を納める側の立場で行
政をチェックすること、そして制度・政策が市民
ため納税者のためのものになるように意見・提
言していくことです。皆さんの声を聴き、皆さん
が安全で安心して生活できるよう、ますます太
田市をアップデートしていきたいと思います。今
年度も全力で走り続けていきますので、変わら
ぬご支援をいただけますようお願いいたします。

令和８年度予算特別委員会

３月９日～１１日の３日間で令和８年度予算特別委
員会が開かれ、一般会計と５つの特別会計、ひとつの
企業会計の総額１４７８億１４２８万３千円の当初予
算を集中的に審議しました。創政クラブから高田議員
が特別委員長として、川岸議員と久保田が委員として
出席し、様々な角度方面から質疑を行いました。

代表総括質疑

令和８年度市政並びに財政方針及び予算に対し創政
クラブを代表して総括質疑を行いました。
新年度予算は新市長就任後初の予算編成となります。
市民のための施策を有効に実行していくには、本市の
将来像をどうイメージしているかがとても重要です。

主な質疑内容は次の通りです。
(１)新年度予算及び財政運営について
・本市の財政調整基金残高の適正規模について
・本市の市債残高の適正規模について
・事業の選択と集中の考え方について
・将来の財源確保策について
(２)職員体制について
・年齢層のゆがみ解消のための中途採用について
・職場の事務負担を平準化するため職員増員について
・副市長２人体制より現場職員増員の必要性について
(３)子育て支援事業について
・０－２歳児の負担軽減事業の継続性について
・子育て支援の将来展望について
(４)公共交通政策について
・本市のバス運行事業の課題点について
・タクシー券の利活用について
・ＤＸ導入による公共交通の効率運営について
・自動運転の実証試験導入について
(５)まちづくり施策について
・スポーツ施設の再編計画の進捗について
・南一番街の再整備に対する考えについて
・人口減少時代における市政運営について

◆予算特別委員会における主な質疑項目
〇ガソリン暫定税率や消費減税の影響について
〇太田駅ー熊谷駅シャトルバスの復活について
〇各種証明書のコンビニ交付について
〇放課後デイサービス事業者について
〇障がい者地域活動支援センターへの支援について
〇森林病害虫対策・金山の松枯れについて
〇トランプ関税の影響と市内企業への支援策について
〇カーブミラーの設置基準について
〇通信指令センターの広域運用について
〇転院搬送における民間救急の活用について
〇部活動の地域移行について
〇地域スポーツクラブへの財政的支援について
〇湯けむり国スポ全スポぐんまの準備状況について

R８年度予算特別委員会での質疑
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